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      会長 有馬宏昭 

 

  皆さんこんにちは。 本日は、2018‐2019年度国

際ロータリー第2720地区髙山泰四郎ガバナーをお

迎えしての公式訪問例会です。 

  また、伊藤俊一ガバナー補佐、 片山勇地区副

幹事にもご来訪いただいております。ありがとう

ございます。 

  先ほど１１時からの「会長幹事懇談会」では、

当クラブの運営につきまして貴重なご助言をいた

 国 歌  「君が代」  

 四つのテスト唱和          

 Ｒ Ｓ  「奉仕の理想」 

だきました。会長として初めての会長・幹事懇談

会でしたので、緊張しておりましたが、髙山ガバ

ナーの優しいお人柄に触れ、自由に人吉ロータ

リーの成長発展のための意見交換ができました。 

  髙山ガバナーの本年度スローガンの中で、ロー

タリーは「心の太陽」ロータリアンの心の中を明

るく照らし、豊かな人生に導いてくれるという、

ガバナー思いを伺いました。 

  仕事にもRCにも責任者としてのリーダーシップ

は必要です。そのリーダーシップには「能力」も

さることながら「人柄」が必要と、私は思ってお

ります。 ロータリアンを照らす太陽のような人間

性をお持ちの髙山ガバナーの「人柄」に近づける

よう、努めてまいりたいと思います。 

  これから、バリーラシンRI会長のテーマ、髙山 

泰四郎ガバナーの１年間の思いを含めガバナーア

ドレスをいただきたいと存じます。 

髙山泰四郎ガバナーよろしくお願い申し上げま

す。 

 

       幹事  新堀純子 

 

①連絡事項 

・髙山ガバナーよりガバナー月信→配布 

・有馬年度栞が出来上がりました。→配布 

・米山梅吉記念会館9/15秋季例祭案内 

 →浦田米山記念委員長へ 

②掲示 

・例会取止め（熊本中央ＲＣ・熊本西ＲＣ） 

 

     副委員長 板井英朗 

会   員   数   64名  

出 席 免 除  2名  

欠 席 者 数 15名  8 / 1 0 例 会 取止め 

出 席 者 数 47名 補 填 数  

1名 修 正 出 席 率  



【2018-19年度 地区スローガン】 

  ～ ロータリーは心の太陽 ～ 

  『ロータリーを信奉し奉仕に行動しよう』 

  “Believe in Rotary & Take Action” 

「信奉（しんぽう）する」について 

・「信奉」という表現は余り使われませんが1976  

 ～77年度RI会長であったロバート・A・マンチェ  

 スター氏（米国）のRI会長テーマは、「ロータ 

 リーを私は信奉する」“I Believe in Rotary” 

 でありました。 

・「ロータリーの素晴らしさ、魅力を心から信じ 

 て…」という風にご理解下さい。 

 

「ロータリーは心の太陽」 

私達ロータリアンは、信じ合える良き仲間との出

会いを契機として、自らを磨き、奉仕の心を養い

ながら、ロータリーの素晴らしさを味わっていま

す。ロータリーは、正に私達の「心の太陽」で

す。ロータリアンの心の内を明るく照らし、私達

を豊かな人生へと導いてくれる存在です。 

 

《 ロータリーの中核的価値観 》 

皆様良くご存知のように、ロータリアン共通の価

値観を簡潔に示したものが「ロータリーの中核的

価値観」です。5つの中核的価値観は「ロータ

リーの目的（Object of Rotary）」に通じるもの

です。中核的価値観への理解を深めることによ

り、ロータリーの使命やロータリーの素晴らしさ

を感じ取り、ロータリアン1人ひとりがインスピ

レーションを起こし、奉仕の実践へ向けて行動し

て下さい。 

■ロータリーの中核的価値観（Core Values） 

 1. 奉仕（Service) 

 2. 親睦（Fellowship) 

 3. 多様性（Diversity） 

 4. 高潔性（Integrity) 

 5. リーダーシップ（Leadership) 

1. 奉仕（Service) 

・奉仕は、ロータリーの使命の主たる要素です。  

 ロータリアンは自己の利益だけで無く、他の 

 人々のためになる良いことをする「利他の心」 

 で行動します。 

・また、ロータリーの奉仕活動は、更なる世界理 

 解と平和をもたらすものであると、私達は信じ 

 ています。 

2. 親睦（Fellowship) 

・親睦と奉仕は、ロータリーの「車の両輪」で 

 す。ロータリーの親睦は、ただ楽しむことだけ 

 では無く、お互いに切磋琢磨しながら「学び合 

 う心」が大切です。 

・親睦を通じた楽しい仲間づくりの中で「奉仕の 

 心」を養う。それは長い間、例会出席を積み重 

 ねてゆく内に、知らず知らずの間に達成され、 

 自分のものとなって行きます。例会出席が大事 

 です。 

3. 多様性（Diversity） 

 

【ガバナー補佐挨拶】           

                ガバナー補佐   伊藤俊一 様 

  水俣ＲＣ所属、熊本第６グループガバナー補佐

の伊藤俊一です。人吉クラブ訪問は２回目になり

ます。優秀なクラブで学ぶところが多いと思いま

す。そして次年度は中川貴夫会員がガバナー補佐

を引き継いで頂くことが決まり大変安心しており

ます。 一年間、第６グループ発展のため努力し

てまいりますので皆様のご協力を宜しくお願い申

し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

【ガバナーアドレス】    

 

  2018～19年度 

   国際ロータリー第2720地区 

         ガバナー 髙山泰四郎                                

             （大分1985RC） 

 

国際協議会報告 

日  程 2018年1月14日～1月20日 

場  所 米国カリフォルニア州サンディエゴ 

会  場 マンチェスター・グランドハイアット・ 

        サンディエゴホテル 

参加者 世界の539名のガバナーエレクト並びに 

        配偶者。日本からは34名のガバナーエレ   

        クト並びに配偶者。 

 

   2018-19年度RI会長 

   バリー・ラシン氏 

（バハマ・イーストナッソーRC） 

 

  2018-19年度会長テーマ 

   『インスピレーションになろう』 

   “BE THE INSPIRATION” 

「何か大きなことに挑戦しようというインスピ

レーションを、クラブやロータリアンに与えて下

さい。自分よりも長く、後世にも生き続けるもの

を生み出すために、行動を起こす意欲を引き出し

て頂きたい」 

◎ラシン会長が伝えたい事は… 

  私共ロータリアンに  

 ①モチベーションを高めるリーダーになろう  

 ②「心に火をつける人」になって欲しい  

  ③インスピレーションを与える存在であれ  

と言うことです。 

 

＊届け出欠席   青木・渕田・原田・板﨑・小林佑・村山・内藤 

         中村・大賀・漆野・山口・馬氷・大久保・山田・塚本 

＊出席免除会員  (b) 愛甲、有村 



・ロータリーは、様々な考え方を結び合わせ、多 

 角的なアプローチによって問題解決に取り組み 

 ます。会員組織に於いても、事業や専門職務の 

 多様性を尊重します。 

・また、奉仕の理念の下に、世界の国同士を結び 

 付け、国や文化の違いを超えた相互理解を促進 

 することによって世界平和の構築に貢献します  

4. 高潔性（Integrity) 

・ロータリアンは「利他の心」による奉仕の実践 

 により、自らを律し、自らの品格を高めます。 

 私達は｢高潔性｣を以って約束を守り抜きます。 

・又、自らの職業に於いても、高い倫理基準を守 

 り、各自の職業を高潔なものにします。 

5. リーダーシップ（Leadership) 

・ロータリーは、それぞれの分野に於けるリー 

 ダーから構成される集まりです。私達は、指導 

 力を伸ばし、育成することの重要性を深く認識 

 し、特に未来を担う若い世代のリーダーシップ 

 の育成を重視します。 

・また、ロータリーに於ける「リーダーシップ」 

 は思いやりや奉仕の心を基にし、目標に向かっ 

 て進む仲間を励まし、支援する「対話型リー 

 ダーシップ」を目指しています。 

◎改めて、中核的価値観への理解と認識を深める 

 ことによって、「ロータリーの使命」や「ロー 

 タリーの素晴らしさ」を感じ取り、「奉仕への 

 インスピレーション」を起こして、行動して下 

 さい。 

以上が、2018～19年度地区スローガン 

～ロータリーは心の太陽～『ロータリーを信奉

し、奉仕に行動しよう』の内容です。 

ロータリーの素晴らしさを心から信じながらクラ

ブやロータリアンに「奉仕のインスピレーショ

ン」を与え、行動を起こして下さい。 

 

【今年度・地区重点取り組み事項】 

（Ⅰ）クラブの活性化  

（Ⅱ）青少年奉仕活動の更なる充実 

（Ⅲ）RIラシン会長の強調事項の推進 

 

（Ⅰ）クラブの活性化： 例会を大切にしよう！ 

ロータリーは会員制組織です。特に会員間の友情

を大切にします。奉仕活動を通じて「より良い世

界を築きたい」と願うなら、「会員を大切に」し

なければなりません。その為には、各クラブを会

員にとって魅力的で、価値あるクラブにする必要

があります。 

（具体的には…） 

①クラブ戦略計画立案への着手 

・3年～5年先の我がクラブの姿について、中・ 

 長期的に「ありたい姿」を描きましょう。先ず 

 はクラブの現状認識からスタートし、全員参加 

 で話し合うことが大切です。 

・11月の地区大会時の「地区指導者育成セミ 

 ナー」で、皆様とご一緒に「クラブ戦略計画立 

 案」について学びましょう。 

②少人数クラブによるセミナーの開催 

・当地区内クラブの約50％は、会員数30名未満の 

 クラブです。同規模のクラブによる情報交換会 

 を開催し、お互いの悩みや共通する課題などに 

 ついて、意見交換し、クラブ活性化と会員増強 

 につなげましょう。 

・今年度は管理運営部門が担当致します。 

③RLI（ 研究会）の実施 

・RLIは、クラブのリーダーを育成するための、 

 リーダーシップ開発プログラムです。1992年に 

 設立され、今や全世界的な「共同プログラム」 

 になっています。 

・今年度は、RLI委員会を管理運営部門の中に置 

 いています。 

④職業奉仕の研修と実践 

・｢ロータリーの金看板｣職業奉仕の意義を、特に 

 新会員に伝え自らの職業に於ける実践を促す。 

・「四つのテスト」の活用などにより、自らの職 

 業を始め、所属する各業界の職業倫理向上に努 

 めましょう。 

⑤マイ・ロータリー登録率向上 

・年々進行する「IT化」の基となる「マイ・ロー 

 タリー」への対応は、今後一段と求められて来 

 ます。(今年3月の地区大会時での地区の登録率 

 は21.5％） 

・RI会長は、「少なくとも60％の会員が、『マ 

 イ・ロータリー』から生年月日を入力するこ 

 と」をロータリー賞の対象項目としています。 

・前年比10％アップを目指して下さい。 

⑥ロータリークラブ・セントラルへの入力促進 

・自クラブの目標とその進捗状況を検索できま 

 す。 

・クラブ・セントラルに入力していないと、RI会 

 長賞を受けられません。 

※⑤・⑥共通して、各クラブ内でITに精通した 

「リーダー」を選任し、クラブ内でのセミナー開

催をお勧めします。全クラブで挑戦して下さい。 

 

（Ⅱ）青少年奉仕活動の更なる充実 

・世界の未来を担う青少年の成長育成をお手伝い

することはロータリーの大きな使命の一つです。 

①青少年交換の実施 

・短期交換：既に実施中 

・長期交換：今年度は10数年振りに「派遣」と

「受け入れ」が実施されます。 

 ※長期交換（フランス・リヨン第1710地区と） 

②インターアクト活動の見直しと支援 

・ロータリアンの関わりを増やす 

・インターアクトの魅力をPRする 

・数クラブ合同で、新クラブ提唱を      

《第7回全国 研究会》へご参加を！ 

 日時：2019年4月28日（日） 

 会場：福岡市・福岡国際会議場 

 ＊九州4地区で共催（主管は第2700地区） 

③ローターアクト活動の見直しと支援 



・メンバー増強への支援 

・ローターアクトの魅力をＰＲする      

◎各ローターアクトクラブの会員数が減少してい  

 ます。提唱ロータリークラブを始め、会員増強 

 に力をお貸し下さい。 

◎ローターアクト地区大会の際に、元ＲＡメン 

 バー(OB)に講演を依頼し、ローターアクトの魅 

 力を改めて見直してみる機会とします。 

④地区学友会の創設 

・既に発足している「米山学友会」とロータリー 

 プログラム経験者による「ロータリー学友会」 

 を統合した、新たな｢地区学友会｣を創設します. 

・その為に、今年度より「地区学友会部門」を新 

 設しました。 

・今年度の地区大会（2018年11月16日(金)・17 

 日(土)の両日）の第一日目に設立総会を開催す   

 る予定で、目下準備を進めています。 

・学友会メンバーの方々は、将来ロータリアンに  

 なる事が期待されます。 

⑤ロータリー平和フェロー事業へのアプローチ 

・ロータリー平和フェロー事業の更なる周知 

・ロータリー平和フェロー候補者の発掘    

◎ポリオ撲滅達成後のRIの次なる目標は何かを 

考える時、ロータリー平和フェロー事業は、有力

な目標になるのでは無いでしょうか。その時に備

えるために、今から準備をすることが大事です。 

 

（Ⅲ）ラシンRI会長の強調事項の推進 

①クラブ組織の強化 

・「クラブの活性化」と連動して、魅力的で価  

  値あるクラブづくりに取り組む 

②ポリオ撲滅の完遂 

目標：1人$30 

③環境の持続性を守る 

・地球温暖化対策を始め、地域社会の環境保全に  

  出来る事から取り組む。 

・地区補助金を活用して計画する。 

④「ロータリーデー」を開催しましょう 

・ロータリーの活動を地域にＰＲし、ロータリー 

 の公共イメージ向上を図るチャンスとして。 

・クラブ、グループで計画して下さい。    

◎その他 

本年度は、地区大会を2018年11月16日（金）・17

日（土）に開催予定です。従って今年は一年に2

回の地区大会となりますが、奮ってご参加の程、

宜しくお願い致します。 

最後に、 

RI会長テーマ「インスピレーションになろう」 

・世界中で何か良いことをするための「インスピ

レーション」を、クラブや仲間のロータリアンに

与えて下さい。 

・最近、当地区各部門の奉仕活動は非常に充実し

活発になり、会員数も一段と増加しています。 

・ここで原点に帰り、足元のクラブの活性化に目

を向け、会員皆様にとって価値ある、魅力的なク

ラブづくりに取り組む事が大切です。 

・地区内全ロータリアンのご参加の下、第2720地

区を更に盛り上げて行きましょう。一年間どうぞ

宜しくお願い申し上げます。  

      

【バナー贈呈】 

 

 

 

 

【寄付カード】   ニコニコ箱委員会 岩井和彦      

〈ニコニコ箱委員会〉 

・有馬会長 髙山泰四郎ガバナー、伊藤俊一 

  ガバナー補佐、片山勇地区副幹事、ご来訪 

  頂きありがとうございます。        

・新堀幹事 髙山ガバナー、伊藤ガバナー補 

  佐、片山副幹事、ご来訪ありがとうござい 

  ます。                            

・井手会員 髙山ガバナー、伊藤ガバナー補 

  佐、片山地区副幹事、御訪問ありがとうご 

  ざいます。大きなインスピレーションを頂 

  きました。                        

・伊久美会員 髙山ガバナー、伊藤ガバナー 

  補佐、片山副幹事のご来訪を心からお礼申 

  し上げます。                      

・武末会員 髙山ガバナー、伊藤ガバナー補 

  佐、片山副幹事、ようこそ人吉ＲＣへい 

  らっしゃいました。                

・中川会員 髙山泰四郎ガバナー、伊藤俊一 

  ガバナー補佐、片山勇地区副幹事、ようこ 

  そ人吉ＲＣへいらっしゃいました。お世話 

  になります。                      

・石蔵会員 髙山ガバナーのご来訪ありがと 

  うございます。                    

・水野会員 髙山ガバナー、伊藤ガバナー補 

  佐、片山副幹事、ご来訪ありがとうござい 

  ます。昨夜は、髙山ガバナーは２次会、片 

  山副幹事は３次会まで引き廻してしまいま 

  した。反省致します。どうかこれに懲りず 

  に人吉へ是非お越し下さい。        

・浦田会員 髙山ガバナー公式訪問ありがと 

  うございます。歓迎申し上げます。 

                           （3委員会へ） 

・片岡会員 私と同じ年令の髙山ガバナー大 

  歓迎です。               （3委員会へ） 

 


